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概 要
放射線像の質を評価する方法には，正確さにもとづく MTF・ウィ ーナースペク トルと精密さにもとづくエ
ントロヒ°一法がある。この両者を合わせて，完全な像質評価を行う こと ができる。




エン トロ ビー法により， フィルム濃度を測定する場合，一般に，数千点の濃度測定を必要と




10 板谷道信 • 井上博和 ・久保田薪ー ・ 西村明久 ・日地啓夫・西下創一
イコンに接続 し， 先に述べた作業を自動的に行うシステムを試作 した。
2. システム構成
















































図 2 ソフ トウェア構成図
使用機器





グ リーンディスプレイ NEC PC-8050 
プ リンタ エプソン MP-100 
データレ コー ダ 富士通 MB27501 
使用言語
F-BASIC Ver. 1.0 富士通
3.方法
操作方法について，順を追って述べる。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12 板谷道1言^ 井上博和・ 久保田器ー・西村明久 ・日地啓夫・西下創一
平均値については一部に逆転がある ものの，入力段階の増加に伴って，理論通 り減少傾向にあ
る。








2.5/ 256 = 0.0098 
となり，頻度相関表で使用する猥度差 0.01とほぼ等しい値を持つ。





Uが 8bit型であること ，メモリ の関係，プ ログラム の複雑化などを考慮すると ，16bit型
CPUを使用したマイコンを使用する以外，方法がないように思われる。
第二に，計測処理の時間が非常に長い点である。
まず，データの取り込みであるが， 1測定点 1秒と して も6000点の測定で6000秒，すなわち，
1時間40分もかかる。この点は，機械語の使用で 1測定点 20m secまで高速化が可能であり ，
測定時間を 2分と大幅に短縮できる。
次に，データ収集後の計算時間であるが， 6000点測定の場合，現在使用中のアルゴ リズム で
は，約10時間近くを要し実用的でない。この点を短縮するには，アルゴリズムの改良と， FM






今回は，濃度計のス キャン速度，スリ ソト幅，フィルムの粒状度，A/Dコンバー タの変換
速度などが，使用した低域フィ ルタのカ ・ノ トオフ周波数を決定する要因として考えられる。こ
の点は実験を積み重ねて検討したい。
最後に，ソ フトウェアの機能が非常に弱い点である。
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